
 

 

平成 22 年 1 月 13 日 

株式会社ココア 

 

 

    ココアココアココアココア、、、、京都大学京都大学京都大学京都大学等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

「「「「環境配慮型製品環境配慮型製品環境配慮型製品環境配慮型製品・・・・サービスサービスサービスサービスにににに対対対対するするするする消費者意識消費者意識消費者意識消費者意識・・・・動向調査動向調査動向調査動向調査」」」」をををを    

3D3D3D3D 仮想空間仮想空間仮想空間仮想空間「「「「meetmeetmeetmeet----memememe」」」」内内内内でででで実施実施実施実施    

 

 

株式会社ココア（本社：東京都渋谷区 代表取締役社長：森山雅勝、以下ココア）は、京都大学大学院 

市場・組織情報論研究室：横澤誠教授、以下京都大学）、博報堂ＤＹグループ i-ビジネスセンター（以下 

ｉBC）、株式会社アイズ（本社：三重県伊勢市 代表取締役：川邊浩、以下アイズ）と共同で、ココアが運営

する 3D 仮想空間「meet-me」内において、「環境配慮型製品・サービスに対する消費者意識・動向調査」を、

2010 年 1 月 13 日～16 日に実施いたします。 

 

今回の調査は、京都大学の研究テーマである、“環境配慮型製品・サービスが、社会的価値（環境を重

視した公益的考え）と個人的価値（個人の利益を追求した考え）とのジレンマをどの程度解消しているの

か？”を評価軸とした「一般消費者集団による評価活動」の一環として行われるものです。 

 

調査アンケートは計 2 回実施され、ユーザーは「meet-me」内に設置された特設会場に集まり、第 1 回目

のアンケートに回答。第 2 回は日を改めて再度会場に集まり、1 回目のアンケート結果が各自にフィードバ

ックされた上で実施され、この第 2 回目のアンケート結果を元に最終的な事例評価ランキングが作成され

ます。 

今回３D 仮想空間の“多人数でのリアルタイムコミュニケーションが可能”という特性を生かし、第 1 回目

のアンケート結果のフィードバックを単なるテキスト・画像による一方向のものだけでなく、ソーシャルインタ

ラクション（ユーザー同士の情報の相互交流）を併用することで、フィードバックの質を向上させる狙いがあ

ります。 

 

今回のプロジェクトを通じ、ココア及びｉＢＣは 「3D 仮想空間を活用した効果的な消費者リサーチ手法」

のノウハウ獲得を目指し、京都大学は本実験結果を基に、環境配慮型製品・サービスに対する消費者の

意識分析を行うと供に、エコイノベーションが今後さらに普及していくよう、学会等で積極的に情報発信を

行っていく予定です。  

 

 

    

    



株式会社株式会社株式会社株式会社ココアココアココアココアについてについてについてについて    

3D バーチャルコミュニティ事業を展開することを目的として 2007 年 3 月に設立。ココアが運営する

「meet-me」は、①カーナビと同等の地図情報から“東京”を再現、②現実社会に限りなく近い“コモンセン

ス”の維持、③初心者であっても心地よく過ごせる“親切”な仕掛けを提供、という特徴を持ち、2008 年 4 月

に「正式版」をオープン、日本人の感性に最も近いメタバースとして親しまれています。 

    

    

京都大学京都大学京都大学京都大学    市場市場市場市場・・・・組織情報論研究室組織情報論研究室組織情報論研究室組織情報論研究室についてについてについてについて    

市場・組織情報論研究室は、京都大学大学院情報学研究科において産業界との連携分野として運用

されている研究室で、「環境価値に対する消費者行動」などの市場分野と、「コミュニティでの意思決定」な

ど、組織で活用される情報通信技術について研究をしています。    

    

    

 

 


